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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数色の半導体発光素子を含む光源部と、
　画像信号を入力する入力部と、
　上記光源部からの光を用い、上記入力部で入力した画像信号に応じた光像を形成して投
影する投影部と、
　上記光源部が備える複数色の半導体発光素子を同時に発光駆動し、立体画像投影時の左
右画像切換えのための同期用信号を発生させる光源制御手段と、
　上記光源制御手段で発生させた同期用信号の色と補色となる色の光像を上記投影部で形
成する際に、ゼロ階調から上記同期用信号の輝度レベルに応じた階調までを一律の階調に
補正する階調制御手段と
を具備したことを特徴とする投影装置。
【請求項２】
　上記階調制御手段は、上記入力部で入力した画像信号が有する入力階調に対する、上記
投影部で光像を形成する際に使用する出力階調を補正するガンマ補正の一部で実行するこ
とを特徴とする請求項１記載の投影装置。
【請求項３】
　複数色の半導体発光素子を含む光源部、画像信号を入力する入力部、及び上記光源部か
らの光を用い、上記入力部で入力した画像信号に応じた光像を形成して投影する投影部を
備えた装置での投影制御方法であって、
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　上記光源部が備える複数色の半導体発光素子を同時に発光駆動し、立体画像投影時の左
右画像切換えのための同期用信号を発生させる光源制御工程と、
　上記光源制御工程で発生させた同期用信号の色と補色となる色の光像を上記投影部で形
成する際に、ゼロ階調から上記同期用信号の輝度レベルに応じた階調までを一律の階調に
補正する階調制御工程と
を有したことを特徴とする投影制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、立体画像を投影するデータプロジェクタ装置等に好適な投影装置及び投影制
御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来よりＤＬＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）（登録商標）
方式のプロジェクタ装置が多く製品化されており、近年は同方式のプロジェクタ装置で立
体画像を投影する技術も各種考えられている。（例えば、特許文献１）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－５３６５７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般的な液晶シャッタ式メガネを用いたプロジェクタによる立体画像の投影を考えた場
合、右目用画像と左目用画像の各切換えタイミングで、上記液晶シャッタ式メガネ側の受
光素子により輝度レベルの違いから同期用の信号として認識されるべく、他の画像投影時
よりも著しく輝度が高い同期パルスをそれぞれ挿入して投影する必要がある。
【０００５】
　複数のカラーフィルタを周状に配置して回転させるカラーホイールと、高圧水銀灯等の
白色光源とを用いるＤＬＰ方式のプロジェクタでは、例えばこの同期パルスは、透明な「
Ｗ（白）」フィルタの通過タイミングに合わせて発信することになる。
【０００６】
　近年、高圧水銀灯などの放電灯による白色光源素子に代えて、ＬＥＤ（発光ダイオード
）やＬＥＤの一種であるＬＤ（半導体レーザ）等の半導体発光素子を光源に用いるプロジ
ェクタが製品化されている。
【０００７】
　この種のプロジェクタ装置では、１種類の半導体発光素子が基本的に単一色のみの発光
となることから、複数種類の半導体発光素子を時分割で発光させるフィールドシーケンシ
ャルな発光駆動とすることでカラー画像を得ることができる。
【０００８】
　したがって複数種の半導体発光素子を用いるプロジェクタ装置では、複数種類の素子中
、少なくとも２種類を同時に発光させることにより、単独の種類で発光させる他のフィー
ルドと明らかに異なる輝度の同期パルスを発生させることができる。
【０００９】
　例えばカラーホイールを用いることで青色または緑色の光を発生させることが可能なＬ
Ｄと、赤色光を発するＬＥＤの２種類の半導体発光素子を用いる装置では、同一のＬＤを
用いる場合、青色よりも緑色の方が輝度レベルが高くなることから、緑色光と赤色光とを
同時に発生させることで、混色である黄色の同期パルスを発生させて、立体画像の切換え
タイミングの制御を実現できる。
【００１０】
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　その場合、特に投影する画像の内容が暗い場面が連続する際には、視聴者の個人レベル
によって大きく異なるものの、投影光が意図的に遮断された光量の不足する暗い画面に対
して、同期パルス用の黄色光が視覚的に影響し、画面上の「黒」が黄色く浮いた状態に知
覚されて、その色味から甚だ不自然な描写となることがある。
【００１１】
　本発明は上記のような実情に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、投影画
像を見る人に違和感のない立体画像を投影することが可能な投影装置及び投影制御方法を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一態様は、投影装置であって、複数色の半導体発光素子を含む光源部と、画像
信号を入力する入力部と、上記光源部からの光を用い、上記入力部で入力した画像信号に
応じた光像を形成して投影する投影部と、上記光源部が備える複数色の半導体発光素子を
同時に発光駆動し、立体画像投影時の左右画像切換えのための同期用信号を発生させる光
源制御手段と、上記光源制御手段で発生させた同期用信号の色と補色となる色の光像を上
記投影部で形成する際に、ゼロ階調から上記同期用信号の輝度レベルに応じた階調までを
一律の階調に補正する階調制御手段とを具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、投影画像を見る人に違和感のない立体画像を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係るデータプロジェクタ装置の投影環境を示す図。
【図２】同実施形態に係る３Ｄ液晶メガネの外観構成を示す斜視図。
【図３】同実施形態に係るデータプロジェクタ装置の機能回路の概略構成を示すブロック
図。
【図４】同実施形態に係る３Ｄ画像投影時の光源駆動のタイミングチャート。
【図５】同実施形態に係るガンマ補正処理の内容を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下本発明をＤＬＰ（登録商標）方式のデータプロジェクタ装置に適用した場合の一実
施形態について図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１は、同実施形態に係るデータプロジェクタ装置１０の投影環境を示す図である。同
図で示すように、データプロジェクタ装置１０からスクリーンＳＣに対して投影される画
像を、３Ｄ液晶メガネＧＬを装着したユーザＵＳが鑑賞する。
【００１７】
　図２は、上記３Ｄ液晶メガネＧＬの外観構成を示す斜視図である。３Ｄ液晶メガネＧＬ
は、ユーザＵＳが眼鏡使用者であっても重ねて使用可能なオーバグラスとなっており、中
央のブリッジ部分前面側に受光センサＬＳが配設される。この受光センサＬＳは、スクリ
ーンＳＣに向けられた場合にスクリーンＳＣ面上の輝度の変化を検出する。この受光セン
サＬＳで受光する、投影画像中に重畳されている同期信号に同期して、左側と右側のレン
ズを交互に遮蔽／透過することで、ユーザＵＳが立体画像を鑑賞することが可能となる。
【００１８】
　なお、この３Ｄ液晶メガネＧＬの構成自体は、フレームシーケンシャル方式の既存の液
晶シャッタ式メガネと基本的に同様の構成を有するものであるため、内部の回路構成及び
動作等についての説明は省略する。
【００１９】
　次いで図３により上記データプロジェクタ装置１０内の機能回路の概略構成について説
明する。　
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　入力部１１は、例えばピンジャック（ＲＣＡ）タイプのビデオ入力端子、Ｄ－ｓｕｂ１
５タイプのＲＧＢ入力端子、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍ
ｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）端子などにより構成される。入力部１１に入力された各
種規格の画像信号は、入力部１１で必要に応じてデジタル化された後に、システムバスＳ
Ｂを介して画像変換部１２に送られる。
【００２０】
　画像変換部１２は、スケーラとも称され、入力される画像データを投影に適した所定の
フォーマットの画像データに統一し、このデータプロジェクタ装置１０固有の色特性に応
じた各色毎の階調補正であるガンマ補正処理を施した後に投影処理部１３へ送る。
【００２１】
　投影処理部１３は、送られてきた画像データに応じて、所定のフォーマットに従ったフ
レームレート、例えば１２０［フレーム／秒］と色成分の分割数、及び表示階調数を乗算
した、より高速な時分割駆動により、空間的光変調素子であるマイクロミラー素子１４を
表示するべく駆動する。
【００２２】
　このマイクロミラー素子１４は、アレイ状に配列された複数、例えばＷＸＧＡ（Ｗｉｄ
ｅ　ｅＸｔｅｎｄｅｄ　Ｇｒａｐｈｉｃ　Ａｒｒａｙ）（横１２８０画素×縦８００画素
）分の微小ミラーの各傾斜角度を個々に高速でオン／オフ動作して画像を表示することで
、その反射光により光像を形成する。
【００２３】
　一方で、光源部１５から時分割でＲ，Ｇ，Ｂの原色光が循環的に出射される。この光源
部１５からの原色光が、ミラー１６で全反射して上記マイクロミラー素子１４に照射され
る。
【００２４】
　そして、マイクロミラー素子１４での反射光で光像が形成され、形成された光像が投影
レンズ部１７を介して、投影対象となるここでは図示しない上記スクリーンＳＣに投影表
示される。
【００２５】
　光源部１５は、赤色光を発するＬＥＤ（発光ダイオード）（以下「Ｒ－ＬＥＤ１８」と
称する）と、青色のレーザ光を発するＬＤ（半導体レーザ）（以下「Ｂ－ＬＤ１９」と称
する）とを有する。
【００２６】
　上記Ｒ－ＬＥＤ１８が発する赤色光は、ダイクロイックミラー２０を透過して上記ミラ
ー１６に至る。　
　一方のＢ－ＬＤ１９が発する青色のレーザ光は、ダイクロイックミラー２１を透過した
後にカラーホイール２２の周面に照射される。このカラーホイール２２は、ホイールモー
タ（Ｍ）２３により回転されるもので、上記青色のレーザ光が照射される周面には蛍光体
層２２Ｇと拡散層２２Ｂとを形成している。カラーホイール２２の蛍光体層２２Ｇが形成
されている面の裏面には図示しない反射板が蛍光体層２２Ｇと重なるように設けられてい
る。拡散層２２Ｂは、磨りガラス状の透過部材である。
【００２７】
　また、カラーホイール２２の周面の一端部には、このカラーホイール２２の回転同期を
とるための基準回転位置を示すホイールマーカ（図示せず）が設けられ、このホイールマ
ーカが通過する対向位置にマーカセンサ２４が配設されて、カラーホイール２２の回転同
期が検出可能となる。
【００２８】
　本実施形態では、カラー画像１フレームの周期に同期して、カラーホイール２２が正確
に１周、３６０°回転するものとし、上記１フレームの開始タイミングで上記ホイールマ
ーカが、これに対向して近設配置された上記マーカセンサ２４の最近傍位置を通過するも
のとする。このマーカセンサ２４の検出出力は上記投影処理部１３へ送出される。上記投
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影処理部１３は、マーカセンサ２４の検出出力を受けてカラーホイール２２の回転状態を
検出する。
【００２９】
　カラーホイール２２の蛍光体層２２ＧにＢ－ＬＤ１９からの青色のレーザ光が照射され
ることで、緑色光が反射光として励起する。この緑色光は、上記ダイクロイックミラー２
１で反射された後、ダイクロイックミラー２５と上記ダイクロイックミラー２０でも順次
反射されて上記ミラー１６に至る。
【００３０】
　またＢ－ＬＤ１９の出力する青色のレーザ光がカラーホイール２２の拡散層２２Ｂに照
射された場合、該レーザ光は拡散層２２Ｂで拡散しながら透過する。この拡散層２２Ｂを
透過した青色光は、カラーホイール２２を挟んで反対側に位置するミラー２６と、ミラー
２７で順次経路が９０°ずつ屈曲するように反射された後に、上記ダイクロイックミラー
２５を透過し、さらに上記ダイクロイックミラー２０で反射されて上記ミラー１６に至る
。
【００３１】
　以上の如く、ダイクロイックミラー２０は、赤色光を透過する一方で、青色光及び緑色
光を反射する。ダイクロイックミラー２１及びダイクロイックミラー２５は共に、青色光
を透過する一方で、緑色光を反射する。
【００３２】
　投影処理部１３は、上記マイクロミラー素子１４での画像の表示による光像の形成、上
記Ｒ－ＬＥＤ１８及びＢ－ＬＤ１９の各発光、上記ホイールモータ２３によるカラーホイ
ール２２の回転、及び上記マーカセンサ２４によるカラーホイール２２の回転タイミング
の検出を、後述するＣＰＵ２８の制御の下に実行する。
【００３３】
　上記各回路の動作すべてをＣＰＵ２８が制御する。このＣＰＵ２８は、メインメモリ２
９及びプログラムメモリ３０と直接接続される。メインメモリ２９は、例えばＳＲＡＭで
構成され、ＣＰＵ２８のワークメモリとして機能する。プログラムメモリ３０は、電気的
に書換可能な不揮発性メモリで構成され、ＣＰＵ２８が実行する動作プログラムや各種定
型データ等を記憶する。ＣＰＵ２８は、上記メインメモリ２９及びプログラムメモリ３０
を用いて、このデータプロジェクタ装置１０内の制御動作を実行する。
【００３４】
　上記ＣＰＵ２８は、操作部３１からのキー操作信号に応じて各種投影動作を実行する。
【００３５】
　この操作部３１は、データプロジェクタ装置１０の本体に設けられるキー操作部と、こ
のデータプロジェクタ装置１０専用の図示しないリモートコントローラからの赤外光を受
光するレーザ受光部とを含み、ユーザが本体のキー操作部またはリモートコントローラで
操作したキーに基づくキー操作信号をＣＰＵ２８へ直接出力する。
【００３６】
　上記ＣＰＵ２８はさらに、上記システムバスＳＢを介して音声処理部３２とも接続され
る。音声処理部３２は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備え、投影動作時に与えられる音声デ
ータをアナログ化し、スピーカ部３３を駆動して拡声放音させ、あるいは必要によりビー
プ音等を発生させる。
【００３７】
　次に上記実施形態の動作について説明する。　
　なお、繰返しになるが以下に示す動作は全て、ＣＰＵ２８がプログラムメモリ３０から
読出した動作プログラムや固定データ等をメインメモリ２９に展開して記憶させた上で実
行する。
【００３８】
　また説明を簡易化するため、カラーホイール２２の回転周期１周期（３６０°）と同期
して左目用及び右目用のカラー画像各１フレームを投影するものとする。例えば、当該１
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フレームを同期用のフィールドＳｙｎｃと、各色画像を投影するＢ（青），Ｒ（赤），Ｇ
（緑）の３フィールド、計４フィールドで構成するものとする。
【００３９】
　図４は、左目用または右目用に投影するカラー画像１フレーム分の構成と各フィールド
の発光タイミング、及び上記３Ｄ液晶メガネＧＬの受光センサＬＳへの入力レベルとを示
す。
【００４０】
　図４（Ａ）に示すように、左目用（または右目用）のカラー画像１フレームは、同期用
フィールドＳｙｎｃ、青色光用の画像フィールドＢ、赤色光用の画像フィールドＲ、及び
緑色光用の画像フィールドＧから構成される。
【００４１】
　左目用のカラー画像１フレームと右目用のカラー画像１フレームとで立体画像１フレー
ム分が構成されるもので、投影時には左目用のカラー画像１フレームと右目用のカラー画
像１フレームとを順次交互に投影する。
【００４２】
　同図（Ａ）中、ＢフィールドとＲフィールドとの境目、ＲフィールドとＧフィールドと
の境目の一定期間を波線で示すように一般的なカラーホイールを用いるＤＬＰ（登録商標
）方式におけるスポーク期間とし、中間調の調整を行なう場合に使用する期間とする。
【００４３】
　同期用のＳｙｎｃフィールド期間中に赤色光及び緑色光を同時に発光させ、混色光とし
ての黄色光による同期パルスを得るものとする。　
　そのため、図４（Ｂ）に示すようにＲ－ＬＥＤ１８は同期用のＳｙｎｃフィールドとＲ
フィールドの双方で発光駆動される。
【００４４】
　また、図４（Ｃ）に示すように緑色光の発光が必要なタイミングはＳｙｎｃフィールド
期間とＧフィールド期間であり、図４（Ｄ）に示すように青色光の発光が必要なタイミン
グはＢフィールド期間のみである。
【００４５】
　したがって、図４（Ｅ）に示すようにＢ－ＬＤ１９は、Ｒフィールドの期間を除くＳｙ
ｎｃフィールド期間、Ｂフィールド期間、及びＧフィールド期間に合わせて発光駆動され
る。
【００４６】
　加えてこのＢ－ＬＤ１９の発光に合わせて、図４（Ｆ）に示すようにカラーホイール２
２は蛍光体層２２ＧがＳｙｎｃフィールド期間とＧフィールド期間、拡散層２２ＢがＢフ
ィールド期間にそれぞれＢ－ＬＤ１９からのレーザ光路上に位置するようにその回転位相
が制御される。
【００４７】
　上述したようなタイミングでＲ－ＬＥＤ１８及びＢ－ＬＤ１９の発光駆動とカラーホイ
ール２２の回転駆動を制御することにより、画像を表示するマイクロミラー素子１４で全
画素がオン、すなわち入射される光を全面で投影レンズ部１７側に反射するような画像の
投影を行なうものとした場合に、その投影画像を見るユーザが装着している３Ｄ液晶メガ
ネＧＬの受光センサＬＳで得られる輝度レベルを図４（Ｇ）に示す。
【００４８】
　ＳｙｎｃフィールドにおいてはＲ－ＬＥＤ１８とＢ－ＬＤ１９、２種類の発光素子を同
時に発光しているため、短時間のパルスながら他の画像投影用のフィールドに比して非常
に受信側での輝度レベルが高いものとなる。
【００４９】
　したがって、他の画像投影用の各フィールドでは決して得られないものの、このＳｙｎ
ｃフィールドにおいては十分に検知可能な輝度しきい値Ｌｔｈを予め設定しておき、３Ｄ
液晶メガネＧＬ側でこの輝度しきい値Ｌｔｈを超える輝度レベルを検知することにより、
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適切な同期タイミングで左目用の画像と右目用の画像とを切換えるべく、図示しない左右
のレンズ面における液晶シャッタを交互にオン／オフ制御することができる。
【００５０】
　しかるに、上記入力部１１に入力される画像信号の内容に関係なく、立体画像投影時の
Ｓｙｎｃフィールドにおいては、画像を表示するマイクロミラー素子１４で全画素がオン
、すなわち入射される光を全面で投影レンズ部１７側に反射するような画像の投影を行な
うものとすることで、３Ｄ液晶メガネＧＬ側での画像切換えを確実に実行させることがで
きる。
【００５１】
　一方でＢフィールド、Ｒフィールド、及びＧフィールドにおいては、入力部１１で入力
した画像信号に応じた各色の光像をマイクロミラー素子１４で表示して光像を形成し、投
影を実行することになる。
【００５２】
　そこで、例えば全面で暗闇となるような画像を投影する場合、マイクロミラー素子１４
ではＢフィールド、Ｒフィールド、及びＧフィールドのいずれにおいても、本来であれば
投影レンズ部１７へ入射する反射光がゼロとなるように各画素のミラーを駆動することに
なる。
【００５３】
　こうした場合にスクリーンＳＣでは、上述した如く人間の肉眼では知覚できないごく短
い時間であるが、上記Ｓｙｎｃフィールドで全面が黄色の明るい画像が投影される一方で
、Ｂフィールド、Ｒフィールド、及びＧフィールドでは一切の光の投影がなされない。
【００５４】
　そのために、個人差はあるが肉眼では全面が黒である筈のスクリーンＳＣが黄色く浮い
て見えることになり、本来の黒に対して有彩色が浮いた不自然な描写となる。
【００５５】
　そこで本実施形態では、画像変換部１２が通常実施しているガンマ補正処理に加え、上
記黄色と補色の関係となる青色のガンマ補正時に、ゼロ階調から一定の階調までを一律の
値に「底上げ」するような補正を併せて実行するものとする。
【００５６】
　図５は、そのような青色画像用のガンマ補正処理の内容を他の赤色画像用、及び緑色画
像用の各ガンマ補正処理と合わせて例示する図である。同図では、例えば補正係数γ＝１
．８の場合を例にとっているが、係数γ自体は他の値であっても良い。なお、本実施形態
では１画素を構成する各色の階調ビット数が８であるものとし、ゼロ階調「０（０）」か
らフル階調「１（２５５）」までの階調補正を行なう場合について示している。
【００５７】
　入力階調のゼロ階調からの部分を図５（Ａ）部分で拡大して示すように、図中に波線で
示す曲線Ｉγが、補正係数γ＝１．８の時の理想的なγ曲線である。赤色（Ｒ）及び緑色
（Ｇ）に関しては上記曲線Ｉγに沿って最も近い階調値をとるべくγ補正を行なうのに対
し、青色（Ｂ）に関してはゼロ階調から一定の階調、例えば「（８）」までの間、出力階
調を一律に階調「（３）」としている。
【００５８】
　そのため、ガンマ補正前の入力階調が画面全画素のＲ，Ｇ，Ｂ共に「０」であるような
全面黒色の画像を投影する場合であっても、上記ガンマ補正により青色（Ｂ）の成分だけ
は非常に弱い輝度の青色を投影することとなり、結果として上述したＳｙｎｃフィールド
での黄色の投影と相殺して、補色であるために非常に淡い無彩色であるグレー色の投影が
行なわれることとなる。
【００５９】
　結果として、暗い画像の投影時に立体画像の同期をとるための有彩色である黄色をＳｙ
ｎｃフィールドで投影しながらも、その有彩色を補色により無彩色であるグレー色に変え
て、その画像を干渉するユーザにとってもそれほど違和感のない画像として提供できる。
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【００６０】
　なお、上記黄色と補色関係にある青色のゼロ階調から一定の階調までを一律の階調に補
正するのに際しては、Ｓｙｎｃフィールドで出力する同期パルスのエネルギーに相当する
ような階調の範囲を選定することで、双方を相殺して補色によりグレー色とするものであ
る。
【００６１】
　また、ガンマ補正処理を本来の趣旨（システム系に応じた色バランスでの投影）とは異
なる理由により利用するものであるが、通常の明るい画像の投影時にはＳｙｎｃフィール
ドで出力する黄色成分の輝度レベルが相対的に低いものとなり、画質への影響はほとんど
ないものと考えられる。
【００６２】
　したがって本実施形態では、特に全面黒色に近いような暗い画像の投影時にのみ、有彩
色である黄色で画面が「浮いた」状態となるのを無彩色に変えて不自然な目につく状態を
回避するようにしたものである。
【００６３】
　以上詳述した如く本実施形態によれば、投影画像を見るユーザに対して違和感のない立
体画像を提供できる。
【００６４】
　また上記実施形態では、画像変換部１２が通常の処理として実行しているガンマ補正に
際して必要な色成分に関してのみ、合わせて補正を行なうようにしたもので、且つ補正を
行なう色成分は、例えば同期パルスが黄色であればそれと補色関係にある青色、というよ
うに、装置の構成上決まっているので、特に複雑な構成を増やすことなく通常の処理時に
併用して実施することができ、装置の負担を最小限に抑えることができる。
【００６５】
　なお上記実施形態は、赤色を発光するＲ－ＬＥＤ１８と、青色のレーザ光を発するＢ－
ＬＤ１９とを半導体光源素子として用いる光源部１５の場合について説明したが、本願発
明は半導体発光素子の種類や発光色等を限定するものではない。
【００６６】
　その他、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で種々に変形することが可能である。また、上述した実施形態で実行さ
れる機能は可能な限り適宜組み合わせて実施しても良い。上述した実施形態には種々の段
階が含まれており、開示される複数の構成要件による適宜の組み合せにより種々の発明が
抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件からいくつかの構成要件が削除さ
れても、効果が得られるのであれば、この構成要件が削除された構成が発明として抽出さ
れ得る。
【００６７】
　以下に、本願出願の当所の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。　
　請求項１記載の発明は、複数の半導体発光素子を含む光源部と、画像信号を入力する入
力部と、上記光源部からの光を用い、上記入力部で入力した画像信号に応じた光像を形成
して投影する投影部と、上記光源部が備える複数の半導体発光素子を同時に発光駆動し、
立体画像投影時の同期用信号を発信させる光源制御手段と、上記光源制御手段で発信させ
た同期用信号の色と補色となる色の光像を上記投影部で形成する際に、ゼロ階調から上記
同期用信号の輝度レベルに応じた階調までを一律の階調に補正する階調制御手段とを具備
したことを特徴とする。
【００６８】
　請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、上記階調制御手段は、入力
階調に対する出力階調を補正するガンマ補正の一部で実行することを特徴とする。
【００６９】
　請求項３記載の発明は、複数の半導体発光素子を含む光源部、画像信号を入力する入力
部、及び上記光源部からの光を用い、上記入力部で入力した画像信号に応じた光像を形成
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して投影する投影部を備えた装置での投影制御方法であって、上記光源部が備える複数の
半導体発光素子を同時に発光駆動し、立体画像投影時の同期用信号を発信させる光源制御
工程と、上記光源制御工程で発信させた同期用信号の色と補色となる色の光像を上記投影
部で形成する際に、ゼロ階調から上記同期用信号の輝度レベルに応じた階調までを一律の
階調に補正する階調制御工程とを有したことを特徴とする。
【符号の説明】
【００７０】
　１０…データプロジェクタ装置、１１…入力部、１２…画像変換部（スケーラ）、１３
…投影処理部、１４…マイクロミラー素子、１５…光源部、１６…ミラー、１７…投影レ
ンズ部、１８…（赤色）ＬＥＤ、１９…（青色）ＬＤ、２０，２１…ダイクロイックミラ
ー、２２…カラーホイール、２２Ｂ…拡散層、２２Ｇ…（緑色光励起用）蛍光体層、２３
…ホイールモータ（Ｍ）、２４…マーカセンサ、２５…ダイクロイックミラー、２６，２
７…ミラー、２８…ＣＰＵ、２９…メインメモリ、３０…プログラムメモリ、３１…操作
部、３２…音声処理部、３３…スピーカ部、ＧＬ…３Ｄ液晶メガネ、ＬＳ…受光センサ、
ＳＢ…システムバス、ＳＣ…スクリーン、ＵＳ…ユーザ。

【図１】

【図２】

【図３】
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